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筆者 は 1962 年 7 月 より 8 月 に わた り 49 日 間 お よび 196346 月 より 7 月 まで の 36 日 間 , 日 本 大 学 動植物 研究 会 第 2 
次 * 第 3 次 琉球 列島 生物 調査 隊 の 一 員 と し て 沖縄 本 島 , 宮古 島 , 石垣 島 , 西表 島 , 与那国 島 の 各 島 に お いて 最 類 を 
採集 する 機会 を 得 ,. ヤ ガ 科 に つい て は 杉 繁 郎 氏 に 同定 の 労 を お 願い し , 発表 され る と と に な っ て いる が , 本 報 文 で 
は マダ ラガ 科 源 類 の 採集 品 お よび 現地 在住 の 東平 地 清二 氏 ( 現 ・ 東 氏 ) より 提供 を 受け た 標本 に つい て 報告 し て お 
きた いと 思う . そし て 本 報告 が 僅 な り と も る 研究 者 の 参考 と な り , また 琉球 の 祖国 復帰 へ の 関心 の 一 助 と な る と と を 
願っ て や まな いも の で ある . な お 本 報告 を 発表 する に あたり , 同定 や 種々 の 御 教示 を いた だ いた 井上 寛 博 士 お よび 
東平 地 清二 氏 に 深く 感謝 の 意 を 表し , 心から の お 礼 を 申し 上 げ ま す . 

琉球 に お ける マダ ラガ 科 蝶 類 の 報 文 は かなり 古 く か ら 多 々 ある が , 地理 的 条件 な ど に より 断片 的 で 現在 まで ま 
と まっ た 報告 は な され て いな い . また 筆者 の 2 年 間 の 調査 に お いて も , は な は だ 材料 が 集 ま ら ず に 本 報告 で も 採集 
品目 録 お よび 若干 の 考察 を 発表 する の み に と ど ま っ て し まっ た . し か し その 後 も 大 学 の 調査 団 は 継続 的 に 同 方 面 の 
分 布 調査 を 行っ て お り , 筆者 の も と へ 標本 も 届い て いる の で , 次 の 機会 に は 一 歩 前 進 し た 報告 が で きる も の と 確信 
し て いる . な お 本 目録 中 の 採集 地名 は 下記 の と お り で , 標本 の うち 寮 印 の な いも の は すべ て 茸 者 が 保管 し て いる . 
【 採 集 地名 ] 

沖縄 本 島 (Okinawa Is.) : 与 那 覇 后 (Mt. Yonaha-dake), 伊豆 味 (Izumi), 今帰仁 (Nakijin), 
名 護 (Nago), 辺 戸 (Hedo), 久手 堅 (Kudeken), ゴザ 市 (Koza), 奥 間 (Okuma), 

石垣 島 (Ishigaki Is) : オモ ト 岳 (Mt, Omoto-dake), 川 良 山 (Kawarayama). 

西表 島 (friomote Is.) : 仲間 川 (Nakama R.), 稲葉 (Inaba), 

与那国 島 (Yonaguni Is) : R% (Mt. Urabu-dake). 
A. 採集 品目 録 

1 . Erasmia pulchella fritzei JORDAN シロ シタ サツマ ニシ キ 

Okinawa Is. : Mt. Yonaha-dake, 83 3, 9. VIII, 1962 

Okinawa Is, : Izumi, 13, 12, VIII. 1962 

Okinawa Is, : Okuma, 14, 26, VII, 1963 

Ishigaki Is, : Mt, Omoto-dake, 23 589 9, 19, VII, 1963 

Iriomote Is, : Nakama R., 13, 21. VII, 1962 


2, Eterusia aedea okinawana MATSUMURA (E, aedea sakaguchii MATSUMURA) オキ ナ ワ ルリ チラ シ 
Okinawa Is. : Izumi, 19, 12. VIII. 1962 

Ishigaki Is. : Mt. Omoto-dake, 13, 20, VII. 1963. 

Iriomote Is. : Inaba, 19, 13. VII. 1963. 
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(1) Histia rhodope ultima HERING Hedo, Okinawa Is. ô 10. VIII. 1962. 

(2) Chalcosia forməsana MATSUMURA Nakama R., Iriomote Is, 6 29. VII, 1962, 

(3) Chalcosia formosanı MATSUMURA Inaba, Iriomote Is. 9 14, VII. 1983. 

(4) Eterusia aedea okinawana MATSUMURA Mt: Urabu-dake, Yonaguni Is. 9 5. VII. 1963. 
(5) Eterusia aedea okinawina MATSUMURA Izumi, Okinawa Is. 9 12. VIII, 1962. 

(6) Eterusia aedea okinawana MATSUMURA Inaba, Iriomote Is. 9 13. VII. 1963. 

(7) Eterusia aedea okinawana MATSUMURA Mt. Omoto-dake, Ishigaki Is. 520. VII. 1963. 
(8) Eterusia aedea formosana JORDON Taiwan 3 HIM IA 


Yonaguni Is. : Mt. Urabu-dake, 19, 5. VII. 1963. 

3. Histia rhodope ultima HERING クロ ツバ メ 

Okinawa Is. : Hedo, 238 8, 10. VIII. 1962. 

Okinawa Is. : Nago, 18, 6. VII, 1961 (S. Higashihirachi leg.). 
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Okinawa Is. : Kudeken, 4 exs, 25. III. 1963 (S. Higashihirachi leg.). 
:“Ishigaki Is. : 19, 14. IV. 1962 (S. Higashihirachi leg.). 
4 Chalcosia formosana MATSUMURA シロ オビ ホス タルガ 
Iriomote Is. : Nakama R., 18, 20. VII. 1962, 
Iriomote Is. : Nakama R., 19, 26. VII. 1962, 
Iriomote Is. : Inaba, 19, 14. VII. 1963, 
;“Iriomote Is. : Inaba, 19, 26. VII. 1964 (K. Mori leg.). 
5, Artona funerolis BUTLER タケ ノ ホ ソ ク ロ バ 
Okinawa Is. : Koza, 28 8, 30. VI. 1961 (S. Higashihirachi leg.)- 


琉球 に 於 ける 分 布 の 概要 
筆者 の 2 ヶ年 の 現地 観察 及び て も と に 集 っ た 標本 か ら 琉球 に お ける マダ ラガ 科 戦 類 分 布 の 特色 を 見 る と , いずれ 
の 鳥 々 に も 共通 し て 言え る 事 は その 分 布地 域 環境 が 山間 樹林 地帯 に ほぼ 限ら れ て お り , 鳥 出 と 言う 特殊 性 か ら 分 布 
地域 も 比較 的 狭い と 言う 事 が 上 げ ら れ よ う . さて , 各 島 に つい て その 分 布 概要 を 述べ て みる と , 沖縄 本 島 に 於 て は 
全島 の 内 南部 及び 中 部 地域 に は 殆 ん の ど マ ダラ ガ 科 峨 類 の 分 布 を 見 る 事 は な く , 北部 山岳 地域 が 分 布 の 中 心 に な っ て 
いる . 特に 名 護 附近 の 山間 部 、 本 部 半島 の 山谷 , さら に 北 へ 移っ て 与 那 覇 岳山 麓 等 に は 個体 数 も 多く , 本 科 の 棲 敵 
地 と な っ て いる . し か し な が ら 。 例外 と し て クロ ッ パ メ の 分 布 が あび られ 。 KEHUEN M 
部 久手 堅 (特に 本 鳥 南部 (に こ あ っ て は 昆虫 類 の 多い 地区 ), 北端 部 の 辺 戸 部 沙 ( 樹 相 は 比較 的 豊富 だ が 山間 部 と いう 
wa KAA . と れ は 食 樹 の 関係 (アカ ギ 等 ) に よる も の と 思わ れ , 琉球 産 の マダ ラガ と し 
分 布 範囲 の 広 さ を 示 す 一 例外 種 と 見 な され る . さて 八重 山 群 島 石垣 島 に 於 て は , オモ ト 岳 を 中 心 と し た 山岳 

yA と 広く 分 布 を 見 る 事 が 出来 , 筆者 の 調査 で は , オモ ト 岳 の 北側 (オモ ト 部 落 よ り ) 及び 西側 (名 蔵 より 水源 地 
を 経た 山 禁 より ) の 両 ル ー ト に て 分 布 を 確認 し て いる . 特に シロ シタ サツマ ニシ キ は 非常 に 個体 数 が 多く , 沖縄 本 
島 与 那 覇 岳山 麓 と 同 程度 の 発生 が 認め られ た . 一 方 石垣 島 の 南部 より 西部 の 平坦 地 に は 殆 ん ど 本 科 の 分 布 を 見 な か 
っ た が , これ は 特に 樹 相 が 貧 ITAU PC* パ アッ アバ PP 人 A ot TWS ATR 
また 同じ 八重 山 群 島 の 西表 島 の 分 布 は 非常 に 興味 深い も の が ある . と の 西表 島 は 石垣 島 と 隣接 し て いる ま ぼ 全 
鳥 が 深い 山岳 と な り , 亜熱帯 樹林 に 和 披 わ れ そ の 自然 環境 か ら 開 発 が 遅れ て いる . 従っ て 我々 の 調査 o 
点 を 置き , 島 の 東部 より 西部 へ と 中 央 往復 縦走 を 試み 分 布 の 確認 を より 深い も の に し た . MBIA, 
布地 域 が 島 の 全域 に わた っ て いる と と で と れ は 島内 に 平地 , 開 女 地 が 少な いと と か ら 和 人 条件 ず け られ て いる , また 他 
の 島 に あま り 多 産 し な い シ ロ オ ビ ホ タル が ガ が 西表 島 に は 比較 的 多い が と これ も ー つ の 特徴 と 思わ れる . さら に 西 へ 移 
っ て 与那国 島 で ある が , 列島 に 於 ける 最 西端 で 台湾 と 隣接 し て いる と いう その 地理 的 位置 か ら も 筆者 の 一 番 注目 し 
て いた 島 で ある . し か る に 現在 まで マダ ラガ 科 戦 類 分 布 の 報告 は 聞い て お ら ず , 2 度 に わた る 訪 島 で は 他 の どの 島 
より も 調査 日 数 を 多く 用 意 し た . 与那国 島 の 棲息 予想 地域 は , 島 の 中 央 に 位置 する 宇 良 部 岳 を 中 心 と し た 極 く 狭い 
樹林 帯 で も る が , 筆者 の 予想 通り 1963 年 に は と の 地域 に て オキ ナ ワ ルリ チラ シ の 1 頭 を 得 た が , これ は 与那国 島 
(に お ける マダ ラガ 科 昌 類 の 初 記録 で も る . し か し な が ら 得 られ た 標本 は と これ 1 頭 の み で , その 他 目 撃 記録 も 無く , 
I NO 
も の だ け に , さら に 数 頭 の 個体 を 採集 し 比較 検討 すべ き な の で ある が , いま だ 2 頭目 の 標本 も 得 ら れず , その 希望 
NN 

琉球 に お ける 本 種 の 分 布 の 概要 は 以上 に て と ど め て お き , 列島 間 の 分 布 に 関す る 関係 等 に つい て は 別項 に て 述べ 
る と と に する . 


C . 各 成 虫 の 活動 お よび 生態 


琉球 列島 に 産 す る マダ ラガ 科 虹 類 の 生態 は いずれ も 大 同 小 異 で あり 大 差 は な い が , 筆者 の 現地 に て 観察 し た 各種 
の 特徴 に つい て と と で は 述べ て お きた い . 
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a) Erasmia pulchella fritzei JORDAN シロ シタ サツマ ニシ キ 

本 種 は 昼 飛 性 の 賊 と 言わ れる が , 現地 (沖縄 本 島 ・ 石 垣 島 ) に お ける 観察 で は , 日 中 特に 好 ん で 活動 する も の で 
は な く , その 活動 は 朝夕 に 著しく , 変 尾 も 殆 ん どの 場合 この 時 刻 に 行わ れる . 夕刻 の 飛翔 は 特に 活発 で 暗 く な る ま 
で に お よび 樹 上 を 飛び 交 う 成虫 の 数 は と の 時 一 番 多 く 見 い だ せ る . 交尾 を し た も の は その まま 葉 上 また は 樹幹 玉 
面 に 静止 する . な お こと の 属 の 特徴 と し て 成虫 を 捕え た 時 に 前 交 基 部 附近 の 分 泌 腺 より 黄色 い 悪 臭 の ある 液体 を 泡 状 
と 分 泌 す る の が 和 観察 され る が , 石垣 島 に て 得 た 1 頭 で は と この 分 泌 液 が 怒 脈 内 へ 流れ 込み 前 婦 が 5 族 程 の 厚 さ に な っ 
た も の を 和 観察 し た . と の シロ シタ サツマ ニシ キ は 琉球 に お ける 一 発生 地域 の マダ ラガ 科 時 類 と し て は 最も 個体 数 が 
多く 群 棲 す る の が 認め られ た . 

b) Eterusia aedea okinawana MATSUMURA オキ ナ ワ ルリ チラ シ 

木 種 は 昼 飛 性 で ある が 灯火 に も 飛来 する と と が 知ら れ て いる . し か し な が ら 琉 球 に お いて は 各 島 で 夜間 採集 を 試 
みた が , これ に 飛来 し た 例 は まっ た く な か っ た . また 前 種 は 日 中 活動 が あま り 活 発 で な い が , 本 種 は 日 中 に も ゆる 
や か に 樹 上 を 飛翔 する . し か し , 朝夕 に もち シロ シタ サツマ ニシ キ と 混 棲 し て 活動 する の を 稔 察 し た . 琉球 に お いて 
は 一 発生 地域 で の 個体 数 は 前 種 よ り 少 な い が , その 発生 地域 は 前 種 よ り も 広和 男 胃 で ある . 





c) Histia rhodope ultima HERING クロ ツバ メ 

本 種 は 日 本 本 土 で は 見 られ ぬ 種 で , 琉球 が その 北限 で あろ う . 東洋 熱帯 に 広く 分 布 し て お り , いか に も 南 の 系 統 
の マダ ラガ と いう その 特異 な 形態 と 色彩 は 美しい . や は り 昼 飛 性 で 日 中 あま り 区 の 高く な い 樹 木 の 上 や , 部 落 内 の 
路上 (一定 の 高 さ を 保ち 空中 に 静止 し て いる よう な 飛び 方 を する . 幼虫 の 食 樹 は アカ ギ 待 で 琉球 の 山野 に お いて は 
最も 普通 の 植物 で ある . 本 種 の 貢 も 食 樹 の 葉 の 内 側 に 作ら れ そ の 形 は 内 地産 の ホタル が ガ , シロ シタ ホタル ガ と ほぼ 
同じ で 若干 共 の 長 さ は 長い . 

d) Chalcosia formosana MATSUMURA シロ オビ ホタル が 

琉球 (C 産 する ホタル ガ の うち 唯一 の $ 斑紋 の 異 る 種 で 筆者 は 西表 島 で の み し か 徹 察 で き な か っ た . 日 中 樹木 に 
韻 目 し て いる も の が 多く 外 的 刺激 に より ヒラ ヒラ と 飛び た つの が 見 受 ら れ た . 特に 閣 食 は 見 られ ず 総 体 的 に 個体 数 
は 少な い 。 ま た 棲息 地域 も 比較 的 限ら れ て いる が , 2 年 続け て まっ た く 同 一 場所 に て 採集 され た ケー ス が 多かっ た . 

e) Artona funerolis BUTLER タケ ノ ホ ソ ク ロ バ 

現在 まで 琉球 に お いて は 分 布 を 知ら れ な か っ た 種 で あり , 東平 地 清二 氏 に より 採集 され た 前 記 個体 が 琉球 か ら の 
初 記録 と 思う . 琉球 に お いて は 本 種 の 食 樹 の 種類 が 比較 的 どの 己 に も 分 布 し て お り , 今後 新た な 知見 発見 の 可能 性 
は 強い . な お 筆者 は 現地 に て の 観察 は し て いな い が , その 生態 は 内 地 の そ れ と 相違 な いも の で あろ う て と 推察 する . 

f) その 他 の マダ ラガ 科 昌 類 

以上 の 他 , 琉球 列島 か ら 分 献上 に 記録 の ある マダ ラガ 村越 類 と し て , Chalcosia yaeyamana Matsu. Chalcosia 
auxo argentata JORDAN, Eterusia formosabia riukiuana Marsu., Pidorus glaucopis atratus BUTLER, Artona 
chinensis FELD. 等 の 他 Eterusia 属 Erasmia 属 の 異 亜 種 が ある が , と の 中 に は 分 布 の 疑 し い 種 や 同定 の 間違い 
と 思わ れる も の も あり , また 筆者 も 現地 に て 観察 し て いな い の で , その 活動 , 生態 筆 に つい て は , 今後 の 研究 を 待 
つと と に する . 





D. オキ ナ ワ ル チ ラ シ , シロ シタ サツマ ニシ キ に お ける 島 別 斑 紋 変 化 お よび 亜 種 問題 
琉球 に 産 す る オキ ナ ワ ルリ チラ シ お よび シロ シタ サツマ ニシ キ は いずれ の 種 に お いて も , 台湾 か ら 日 本 本 土 に ま 
で 亜 種 を 異 に し な が ら 分 布 し て お り , 琉球 列島 内 に て も 斑紋 等 に 顕著 な 変異 を みせ て いる . すなわち , IEKA E 
石垣 島 産 , 西表 島 産 , 与那国 島 産 と いずれ の 島 に 産 する 個体 も その 各 伺 特異 の 変化 を 示す の が 認め られ る の で ある . 
a) オキ ナ ワ ルリ チラ シ に 関す る 問題 
木 種 の 台湾 より 琉球 を 経て 日 本 本 土 ま で に 分 布 する 亜 種 は 現在 は 3 亜 種 と きれ て いる . すなわち , Eterusia 
aedea sugitanii MATSUMURA (AA Hii), Eterusia aedea okinawana Matsumura (PETI e EATS e HIRA 
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(00 Erasmia pulchella fritzei JORDAN Mt. 
Yonaha-dake, Okinawa Is. 6.9. VIII. 1962. 

() Erasmia pulchella fritzei JORDAN Nakama 
R., Iriomote Is. 3. 21. VII. 1962 

4) Erasmia pulchella fritzei JORDAN Mt. 
Omoto-dake, Ishigaki Is. 9.19. VII. 1963. 

et po z (9 Erasmia pulchella Hope Wurai, Formosa 

t o i 1 2 e, 12, X. 1937. 


(9 Erasmia pulchella sangaica Moore Mt. Korasan, Kyushu 28. IX. 1937. 





MER), Eterusia aedea formosana JORDAN (HEEE) T2. し か し 今回 筆者 が 与那国 島 に て 得 た 1? の 
亜 種 問題 を 考え る に , か っ て 松村 隊 士 に より 琉球 産 の 本 種 が Eterusia aedea okinawana MATSUMURA (八重 山 産 
WFE), Eterusia aedea sakaguchii MATSUMORA (沖縄 本 島 産 亜 種 ) の 2 亜 種 に 細分 され た と と が あり , ZOL 
種 の 外見 的 差異 に 前 粉 中 央 白 紋 周 胃 の 黒色 1 斑紋 の 有無 を あげ て お り , 今回 の 与那国 産 の 1% が 写真 に 示す 通り 前 次 
(て 強く 黒色 紋 を 表わし て いる と と ろか ら , これ AA 前 解決 の 鍵 を 持つ よう な 気 が す る の で ある 
a と 平行 な 一 定 方 向 を 示さ な いと と ろ K 現 段 階 で は 結論 を 得 ら れ な いも 
HP a ER MA Gt 
的 に 近い 台湾 か ら 羽 化 後 に 海 を 渡っ て 飛来 し た も の と は 考え られ な い . また と の は 採集 後 三角 紙 内 に 産卵 し た が 
と の 卵 は 受精 卵 で あり , 幼虫 の 商 化 を 見 た と と か ら 考 えて も る 分布 は 確実 で ある と 予想 で きる . し か し 昧 化し た 幼虫 
NO NE 
さま た げ て いる の で ある . と の 1% が 単なる 個体 変異 か 一 独立 亜 種 か の 決定 は 2 頭目 の 個体 の 得 ら れ た 時 に 解決 
CA 関す る 車種 問題 整理 へ の 糸口 と な ろう . そし て さら に 各 島 産 の 
標本 を 多数 集め て 検討 し 直す 必要 が ある と 思う . な お 参考 まで に 各 島 , 各 征 種 韻 の 前 贅 斑 紋 模式 図 を 図 B と し て 掲 
FTE L. 
b) シロ シタ サツマ ニシ キ に 関す る 問題 
本 種 も 台湾 より 日 本 本 土 まで 琉球 列島 を 中 に は さ み 広 < く 分 布 し て お り , Erasmia pulchella sangaica Moore (日 
本 本 土産 車種 Erasmia pulchella fritzei JORDAN (種子 島 , 屋久島 琉球 産 亜 種 ) Erasmia pulchella Hopgs( 台 
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Fig. A シロ シタ サツマ ニシ キ 斑 紋 模式 図 
(a) Erasmia pulchella sangaica MOORE (九州 産 ) 
(b) Erasmia pulchella fritzei JORDAN (沖縄 島 産 ) 
(c) Erasmia pulchella fritzei JorDAN (ViR EPE) 
(d) Erasmia pulchella Hore (台湾 産 ) 

Fig. B オキ ナ ワ ルリ チラ シ 斑 紋 模式 図 
(a) Eterusia aedea okinawana MATSUMURA (沖縄 島 産 ) 
(b) Eterusia aedea okinawana MATSUMURA Chili kari) 
(c) Eterusia aedea okinawana MATSUMURA (与那国 島 産 ) 
(d) Eterusia aedea sugitanii MarsUMURA (INRE) 





PEED o3 市 種 K 分 けら れ て いる . その 
| 外見 的 変化 は 後 閉 の 由 紋 の 発達 差 に よっ て 特 
徴 ず けら れ て お り , と の 変化 は 丁度 アゲ ハチ 
ョ ウ 科 の ナガ サキ アゲ ハ の \ ORAT CRZ 
L と 極め て 似 て いる . すなわち 南 の 系 統 は 『 
紋 の 発達 が 強く 北 へ 進む と 同時 に その 発達 が 
弱く な っ て いる . 筆者 の 所持 し て いる 九州 
i 屋久 島 産 , 沖縄 本 島 産 , 石垣 生産 。 西表 
島 産 。 台湾 産 の 各 標本 を 並べ る と , ZORI 
の 大 小 は 完全 に 一 定 方 向 , 一 定 間際 と な っ て 
現われ て いる . 特に 石 岳 島 と 西表 島 の 両 個体 
を 比較 し た 時 に 極 く 近接 し て いる 出品 に お い 
て も 若干 の 変化 を 見 い 出 す と と が で き 大 変 興 
味 深い も の が ある . LUTZ OVELLE E 
の 本 種 の 亜 種 に つい て も Erasmia pulchella 
friteei Jordan 又は Erasmia pulchella 

Hore の どちら に 位置 する か を 決定 する と と 
は は な は だ 困難 で あり , 現状 の 車種 分 類 に つ 
いて さら 検討 を 婦 す る も の で ある . な お 本 
種 の 後 次 白色 紋 の 現 出 傾向 は 図 A の 模式 図 の 
よう に な っ て いる . 

EE. 結 ひび 

以上 が 2 度 の 訪 島 に お ける 筆者 の 考察 で あ 
る が , 地理 的 条件 が 特に 悪い と の 地域 に は 非 
常に 多く の 問題 を 残し て お り , 今後 の 積極 的 
な 調査 研究 と に よって, と の 琉球 列島 に お ける 
マダ ラガ 科 戦 類 の 解決 を 見 る な ら ば , さら に 
台湾 お よび その 隣接 大 陸 諸 地域 と 日 本 本 土 の 
系 統 探 完 も 明らか に で きる も の と 確信 し て い 
2. 

な お , 2 回 の 採集 旅行 中 に オキ ナ ワ ルリ チ 
ラン (与那国 店 産 ) お よび シロ オビ ホタル が 
( 山 表 島 産 ) の 成虫 か ら の 採卵 成功 し た 
が 管理 が 出来 ず 飼育 を 行え を な か っ た . と と に 























ホル マリ ン に て 固定 し た オキ ナ ワ ルリ チラ シ の 卵 と シロ オビ ホタル ガ の 卵 な ら び に 初 令 幼 虫 の 写真 を 参 湯 に 掲げ て 


お きた い . 
Fig. C 








Chalcosia formosana MATSUMURA. WHERO 
幼虫 (EISS) 
Chalcosia formosana MATSUMURA. WHEE SHN CHI 


鏡 写 真 ) 
Eterusia の 6 の gg okinawana MATSUMURA. WHEE S HN 
EE AEA) 
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